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要約

日本における犬ジステンパーウイルス (CDV) の感染状況を検討するために1999年7丹 ~2007年12月に実施し

た犬13，929頭の抗CDVIgM抗体検査の結果を解析した。抗体検査はELISAで実施し、抗体儲1:400以上を鵠性と判

した。その結果、年別の検討において本検討期間中 (8年6ヶ月間)に陽性率の上昇を訴す5つのピークが観察さ

れ、近年日本においてCDVが2~3年潤期で流行していることが示された。また、品穣別では純血種 (12.4%)が

雑種(8.0%)に比べて、年齢別では1歳未満(17.2%)が1歳以上(4.1%)に比べ有意に高い鵠性率を示した(pく0.0001)0 

さらに、 1歳未満の純血種について丹齢別に検討したところ、 2および3ヶ月齢が他の丹齢に比べ担めて高い陽性率

を示した(それぞ、れ20.3%、21.6%)。季節別検討では、品種別および年齢別に季節変動を見たところ雑種および1

歳以上が屋外での活動機会が減少する冬季に有意に低い陽性率(それぞれ3.8%、2.5%)を示したが(それぞれ

p=0.0058、0.0034)、純血麓および1歳未満では各季節開に有意差は示されなかった (p>0.05)oこのことは1歳未

満の純血種の感染場所は主に室内であることを示すものである。以上の成績から日本ではベットショッブやブリー

ダーなど、室内で幼齢犬を多頭数飼育している環境においてCDVに感染する機会が多いことが推測された。

はじめに

犬ジステンパーは犬ジステンパーウイルス (CDV)

の感染に超因する怠J性の全身性感染症で、犬パルボウ

イルス (CPV)感染症、犬伝染性肝炎、狂犬病ととも

に犬のコアウイルス感染症の一つに位霞付けられてい

る。本病は呼吸器およびj点化器の症状とその後に発生

する神経症状の発現が特徴であり、特に神経症状を皇

した例では一般的に予後が悪いul。また、 CDVは免疫

抑制因子として様々な日和見感染症の要国ともなって

いる4，11'。本病の歴史は古く、 1920年代後半にすでに

病原性や伝播様式など全容が明らかにされ人 1950年

代には効果的なワクチンが開発されている2)。しかし
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ながら、今日でも散発的であるが発生が後を絶つこと

はない。そして、日本では1980年代以降CDV感染倒が

増加傾向にあることが報告されており人本感染症に

対して早急に適切な対策を講じる必要があると考える。

そのためには本ウイルスの感染状況を把握することが

必要であるが、日本ではこれまでCDVの疫学的調査は

十分実施されているとは言い難い。

そこで今回、 B本で飼育されている犬におけるCDV

の感染状況を検討する呂的で、これまでに小動物臨床

検査センターに蓄積されたCDVIg抵抗体検査のデー

タについて解析を行った。



Chemical， St.Lous， MO， USA)加クエン酸緩衝液を分材料および方法

注、 37
0

Cで30分間反町、後、プレートリーダーにて吸光

陽性抗原ウエルと陰性抗毘ウエルの吸光度の差が

0.100以上を示す最高の血清希釈倍率を抗体価とし、既

度 (405nm)を測定した。犬迎清サンプル

1999年7月から2007年12月までに小動物臨床検査

(マルピー・ライフテック，大阪)で実施しセンター

報18'に従い1:400以上を示すものをCDV野外感染陽性た血清中CDVIg担抗体検査の結果のうち、実験犬のサ

と判定した。

(StatView Ver.5， SAS 

Institute， Car弘NC，USA)を吊いてカイ2乗検定によ

統計解析

統計解析用ソフトウエア

ンプルを除いた13，929頭の血清サンプルについて抗

体陽性率を解析した。

IgM抗体検査

既報14，19!に準じて

り2群聞の陽性率を比較し、 p11直0.05未満を有意差あり

CDV 

Onderstepoort株(ワクチン由来)を感染させたVero

細胞をリン酸緩密食塩液 (PBS)に浮遊させたものを

施した O すなわち、

"3三
可決

年別にみた鶴性率

図れこ示すように本検討期間 (8年6ヶ月間)中に1

成

と判定した。

凍結融解および超音波処理し、その遠心上清を抗原(揚

性抗原)とした。絵性対照抗原は非感染Vero*器脆を同

様の方法で処理したものを陰性抗原とした。陽性およ

び陰性f克原を国相化した96ウエルELISAプレートに
~3年間隔で5つの陽性率の上昇を示すピーク(楕円で

示す)が観察された。なお、このグラフは2ヶ月毎の

揚性率の変動を示している。

性能にみた陽性率

オスとメスの陽性率はそれぞれ12.6%(98817，830)、

11.0% (673/6，099)で両者に有意差は示されなかった。

1:25から2情段階希釈した被検血清を分注し、 37"Cで1

時間反応させたoTween20加PBS(PBST)で洗浄後、

ホースラディッシュベルオキシダーゼ標識抗犬IgM

(μ鎖特異的) (ICN Pharmaceuticals， Costa Mesa， 

を分注、 37"Cで1時間反応させた。 PBSTCA， USA) 

(3ゐhylbenzo-thiazoline

( Sigma Salt ) Diammonium 

2，2'-Aminobis 

Acid) 

で洗浄後、

-6-sulfonic 
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国1.1999~2007年におけるわが遣の抗CDV 19M抗体陽性惑の年次変動。抗体価1:400以上を抗体陽性とした。

グラフは2ヶ月毎の成績を示す。
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図2.月齢別 (1議未満)に見た拭CDVIgM抗体陽性率の推移。黒色グラフ、灰色グラフはそれぞれ続車種、

雑種での陽性率を示す。技体価1:400以上を抗体陽性とした。

表1.季節別にみた雑韓と純盟議の拭CDVIgM抗体陽性
率の比較

雑 種 多純血種

春 (3~5月 9.2% (35/380) 11.8% (344/2，914) 

夏 (6~8月 9.4% (35/373) 12.1 % (381/3，153) 

秋 (9~11 FJ) 9.1%(42/464) 13.6%(466/3，414) 

冬 (12~2月 3.8% (14/366)* 12.0% (344/2，865) 

平均 8.0% (126/1，583) 12.4% (1，535/12，346) 
*冬季における雑種の際性率 (3.8%)は雑種の平均値 (8.0%)に

比べて有怒に高い値であった (p=0.0058、x2
出 7.6)。

カッコ内の分数は陽性数/検査数を示す。

品種別にみた甥性率

雑種と純血種の腸性率はそれぞれ8.0%(126/1，583)、

12.4% (1，535/12，346) で、関者の閣に有意差が示さ

れた (p<O.OOOl、x"

齢別にみた陽性率

26.7) 0 

はそれぞれ17.2%

(1，434/8，327)、4.0%

有意差が示された (p<O.OOO1、 X"=553)o次に、 1

歳未満について雑種と純血種の揚性率を月齢別に検討

したところ、図2に示すように雑撞における陽性率は

で、両者の開に

i請と 1歳以上の陽性

(227/5，602) 

1歳

表2.季節加にみた1歳未満と1歳以上の拭CDVIgM抗
体陽性率の比較

春 (3~5月 16.0% (319/1，998) 4.6% (60/1，296) 

夏 (6~8月 16β% (359/2，169) 4.2% (57/1，357) 

秋 (9~11 月 18.4% (432/2，344) 5.0% (76/1，534) 

冬 (12~2月 17β% (324/1，816) 2.4% (34/1，41 

平均 17.2% (1，434/8，327) 4.1 % (227/5，602) 

#冬季における 1歳以上の綴性率 (2.4%)は1歳以上の平均値
(4.1%)に比べて有慈に高い値であった (p=0.0034、x2=コ

8.6)。カッコ内の分数は鯵性数/検査数を示している。

1歳以上1歳未満2ヶ月齢から5ヶ月齢あたりまでι売く比較的なだらか

な上昇を示したのに対し、純血種で、は2~3ヶ月齢の短

期間に鋭い陽性率のピークが観察された。

季節別にみた陽性率

夏、秋、

察考

れなかった。

冬における陽性率はそれぞれ11.5%

(379/3，294)、11.8%(416/3，526)、13.1% (508/3，878)、

11.1 % (358/3，231) で各季節間に有意差は示されな

かった(カッコ内の分数は陽性数/検査数を示す)。

かしながら、表1、2に示すように品種別(雑種と純血

種)および齢別 (1歳未満と1歳j:J、上)に季節変動を検

討したところ、雑種と 1歳以上では冬季での楊性率が

{也の季節に比べ有意に低い値であった(それぞれp=

し

CDVに近縁の麻疹ウイルスは人において1~5年周

CDVについては海外の犬および野生イヌ科動物にお

期での流行していることが報告されている 12，15，20'0 

ー3

x" = 7.6、p=0.0034、X"=8.6)。これに対

して、純血撞と 1歳未満では各季節開に有意蓋は示さ

0.0058、



いて数年間期で流行する額向が示唆されているが1.17¥

らの知りえる範囲ではこれまで日本における

CDVの流行の周期についての報告はない。本研究にお

いて8年6ヶ月間の検討期間中に5つの陽性率の上昇を

示すピークが観察され、近年の日本の犬におけるCDV

の流行が2~3年周期で起きていることが明らかと

なった。自然界での麻疹ウイルスの宿主は人、サルに

隈定するのに対して、 CDVはイヌ科、イタチ科、アラ

イグマ科、ネコ科、アザラシ科などの食肉自に対して

広い宿主域を保有しており 11)、特に野生イヌ科動物

と犬との間でCDVの相互的な感染が起きていること

が報告されている3，8ユ0)0このため、日本の犬におけ

るCDVの流行の周期を考える上でこのような野生イ

ヌ科動物、特に犬と接触の可能性の高い都市近郊のタ

ヌキ、キツネ、ハクピシンなどについて詳細な疫学調

査が必要であると思われる。

本研究において屋外での活動が不活発となる冬季に

おいて雑種と 1歳j:)、上の鴇性率が有意に低かったのに

対して、純粋種と 1歳未満では各季節聞に有意差は示

されなかった。この成績は幼齢の純血種の主な感染場

所が室内であることを示すものである。さらに、月齢

別検討において抗体陽性例のほとんどが室内で飼育さ

れている 2~3ヶ丹齢の純血種であることが示された

ことからベットショップやブリーダーといった幼齢犬

を多頭数飼育している所でCDVの感染例が多発して

いることが容易に推測される O 事実、このような多頭

数を飼育する環境では家底に比べ感染率が著しく高ま

ることはこれまで他の犬ウイルスでも確認されてい

る6，7，13，16'。このため、本ウイルス感染症の抑圧のため

にはこのような環境における感染状況の精査はもとよ

り、ワクチン接種状況、免疫状態、衛生状態や飼育環

境などが近年どのように変化しているか調査すること

が必要で、あると思われる。
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Abstract 

To investigate the prevalence of canine distemper virus (CDV) infection in Japan， we analyzed IgM antibody 

test results of 13，929 canine serum samples in the period from July 1999 to Decembe1' 2007. Se1'um samples 

we1'e examined by ELISA， and the sample showing titer of 1:400 01' mo1'e was judged to be positive fo1' 

anti-CDV IgM antibody. On analysis by yearly investigation， five peaks of the positivity 1'ates were obse1'ved 

du1'ing a pe1'iod of this study (fo1' 8 yea1's and 6 months)， showing that CDV infection was epidemic at a few 

yea1' inte1'val in 1'ecent years in Japan. G1'ouped by b1'eed， the positivity 1'ate was significantly highe1' in 

pu1'ebreds (12.4%) than in mongrels (8.1%) (pく0.0001).By age， dogs aged two and three months showed ex-

t1'emely high positivity rates compared with those aged othe1' month in the pureb1'eds. By seasonal investiga-

tion， in mongrels and dogs aged a year 01' more， the positivity 1'ates were significantly lower (3.8% and 2.5%， 

respectively) in winter when thei1' outdoo1' activity was reduced than in othe1' seasons (p=0.0058 and 0.0034， 

1'espectively). On the other hand， while no significant seasonal diffe1'ences were obse1'ved in pureb1'eds and 

dogs aged unde1' a yea1' (p>0.05)， indicating that they we1'e infected with CDV mainly indoo1's. From above 

findings， we speculated that CDV infection occu1'red at a high frequency in kenneled immature dogs such as 

pet shops and breeding kennels in Japan. 
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